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 食育基本法は、皆さんもご存じの「食生活指針」がその出発点となっています。1983（昭和58）年に農
林水産省が「私たちの望ましい食生活」という食生活指針を出し、それは「日本型食生活のあり方を求めて」
というテーマをもったものでした。そのポイントは、肥満予防、バランスのよい食事、特に米・牛乳を摂取
しましょう、緑黄色野菜を摂取しましょう、脂肪、糖分、塩分は減らしましょう、朝食を摂りましょう、と
今も言われているようなことが盛り込まれていました。この食生活指針を源に「食育基本法」は、平成 17

年 7 月 15 日に施行されました。その内容は、私たちひとりひとりが食べることの大切さを改めて見直し、
健全な食生活をできるようにしていくことを目的としたものです。その食育基本法の前文には、“子供達が
豊かな人間性を育み、生きる力を身につけていくためには、何よりも「食」が重要である。今、改めて、食
育を生きる上での基本であって、知育、徳育および体育の基礎となるべきものと位置づけるとともに、様々
な経験を通じて「食」を選択する力を習得し、健全な食生活が実践できる人を育てる食育を推進することが
求められている”と記されています。
この食育基本法をうけて、平成 18年度から 22年度までの 5年間を対象として、国民運動として食育に

取り組み、国民が生涯にわたり健全な心身を培い、豊かな人間性をはぐくむことができる社会の実現を目指
すことを目的として、文部科学省より食育推進基本計画が示されました。この食育推進基本計画をうけて、
山梨県では、平成19年度に、「栄養教諭を中核とした学校・家庭・地域の連携による食育推進事業」「地域
に根ざした学校給食推進事業」が、取り組まれました。
そして、本年度平成 20 年には、「子供の健康をはぐくむ総合食育推進事業」として、甲府市、笛吹市、

大月市、韮崎市、南部町を推進地域として取り組まれました。「子供の健康をはぐくむ総合食育推進事業」
には、3つの大きなテーマがあります。テーマ1：教育課程における食に関する指導の充実のための取り組
み、テーマ2：学校と家庭との連携に夜食に関する指導の充実のための取り組み・家庭に対する効果的な働
きかけの方策に関する調査研究、テーマ3：学校と地域との連携による食に関する指導の充実のための取り
組みです。いずれのテーマにおいても、本年度、各地域において多くの成果が得られています。今後は、平
成19年度から取り組まれている食育推進事業において得られた成果をもとに、山梨県全地域として更なる
食育推進活動が望まれます。

子どもの健康を育む総合食育推進事業      
検討委員会委員長 山梨県立大学 准教授 高橋 智子
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事業報告書 
              

各テーマにおける、具体的取組内容や研究成果 

１． 推進地域（甲府市） 実践中心校（琢美小学校） 

テーマ１ 教育課程における食に関する指導の充実のための取組 
①   豊かな心と体を育み、自ら実践できる子どもの育成をめざし、学級活動や各教科、総合的な学習の時

間において、栄養教諭と連携した食育指導の充実・実践に取り組んだ。 
・第３学年 学級活動「歯と体の元気大作戦」： ６月実施（栄養教諭とのＴＴ指導） 
・第４学年 総合的な学習の時間「昔の食生活について調べよう」 ：１０月実施（栄養教諭との TT 指導） 
 
 
 
 
 
 
 
 
       ３年の授業「歯と体の元気大作戦」       ４年の授業「昔の食生活について調べよう」 

②  食に関する指導に関わる全体計画の検証と修正のための実践や学校における食に関する指導・実践
の啓発に関わる情報発信を行った。さらに、実践資料綴りの作成や先進的に取り組んでいる講師を招聘
しての教職員や保護者、地域に対する研修等の実施に取り組んだ。 

                           ・武蔵丘短期大学学長 藤沢良知先生による「食育の時代を迎え
て」という内容で学習会を実施した。 

                            「楽しく食べる子どもに」 「学童期における食べ方」「健康的な
食事のとりかた」等について丁寧な説明がなされた。 

                            ８月２２日（金）実施：ぴゅあ総合 
                            
 
③ 食育推進年間指導計画の実践と検証に取り組んだ。 

めざす子ども像に向かって、各学年ごとに生活科、総合的な学習の時間を核として食育の年間指導計画
に基づいて、実践に取り組み、計画の検証を行った。 
本校では、食育事業を豊かな心の醸成の場ととらえ、以下のような考えのもと、諸活動を実践している。 
『食に関心を持ち、自ら進んで心と体の健康を高める子』 
1) 食に携わる人々に触れ、相手を思いやる気持ちや自然を大切にしようとする気持ち、またそこから生

まれる責任感や自主性などを身につけ、豊かな心を持てる子ども。 
       （健康的な心の育成）・・・感謝の気持ちを持つことによって。 

2) 周りの人と豊かな心で接することのできる社会的態度や適応性・協調性を身につけた子ども。 
       （社会性の涵養）・・・望ましい食習慣を身につけることによって。 

3) 食と健康の関連性に関心を持ち、自己の食生活について、またそれに関わる日常生活のあり方に
ついて考え、実践していくことができる子ども。 
（自己管理能力の育成）・・・正しい知識や判断力を養うことによって。） 

④ 食事のマナーや、食品・料理についての知識、作ってくれている方への感謝の心等を学ばせることがで
きるように学校給食を積極的に活用した。 
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テーマ２ （１）学校と家庭との連携による食に関する指導の充実のための取組 

（２）家庭に対する効果的な働きかけの方策に関する調査研究 
① ７月に生活リズムについて、アンケート調査を実施し、わくわく食育だよりを通して保護者に知らせ、意識の高揚を図

った。さらに、１１月には、本研究実践の取組に関わる結果の検証のためにアンケートを全校児童と保護者を対象に
実施した。 
・「早寝・早起き・朝ご飯」に関する内容であったが、食生活や食に関する基本的な生活習慣を見直すためや、今後

の実践への参考資料となった。なお、考察については、昨年６月に実施した調査との比較検討を行った。  
   ・食生活や食習慣についての内容であったが、本校の基本的な研究理念に関する項目について特に取り上げ、関

係機関の協力を得る中で考察し、研究実践の結果の検証に役立てた。 
 
② 食育に関する資料、研究・実践した内容等について、学校から家庭や地域に向けて、「わくわく食育だより」や「わく

わく食育資料」として配布し、理解を深める機会とした。 
・わくわく食育だより５号・・・望ましい食生活の定着にむけて、今年度の食教育の取り組み 
・わくわく食育だより６号・・・夏休み中の生活リズムの見直し、３年生研究授業、先進校視察、食育豆知識 

   ・わくわく食育だより７号・・・食育推進事業学習会、たくみキッチン親子料理教室、生活リズム調査の報告 
   ・わくわく食育だより８号・・・土曜参観における各学年、学級の授業実践の紹介、各学年の栽培、料理体験 
                    アンケート調査の結果の報告 

 
③ 学校の食に関する指導の内容と連携した、作物等の栽培、調理などの体験活動の実践を行った。 

 
・各学年で実施した食育に関わる栽培等の体験活動 
   １年・・・さつまいも ４年・・・かぼちゃ、さつまいも、小松菜、チンゲンサイ 
   ２年・・・ミニトマト、とうもろこし、ズッキーニ等 ５年・・・バケツによる米づくり 
   ３年・・・にんじん、大豆 ６年・・・大豆、味噌づくり、大根、じゃがいも 
   やまなみ学級・・・小麦、さつまいも 
 

④ 食に関する学習会をテーマ１の②に記述したように、武蔵丘短期大学学長 藤沢良知先生を講師として迎え開催し
た。 
また、講師を招聘して、食育に関しての研修会を実施した。 
 
・６月２５日・・・山梨学院短期大学教授 松本晴美先生、山梨県教育庁スポーツ健康課主査 風間美智子先生、 

甲府市教育委員会指導主事 相河竜治先生 
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⑤ 食に関しての先進校視察を行った。 
・７月１０日（木） 横浜市立飯島小学校視察・・・校長、教務主任、研究主任、栄養教諭 
・１０月１７日(金)群馬県玉村町立玉村小学校視察・・・甲府市教育委員会指導主事、琢美小学校職員 計１５名 
  先進的に食育推進に取り組まれている玉村町立玉村小学校の事業内容や連携のあり方を学んだ。また、施設見
学や給食試食を通して効果的な指導のあり方について学んだ。 
  

テーマ３ 学校と地域との連携による食に関する指導の充実のための取組 
① 保護者や地域の方々に学校給食を理解していただくための給食試食会や、親子料理教室を実施した。 

・「ふだん食 たくみキッチン」  ～親子で作る、簡単おやつ～ 
      講師：山梨学院短期大学准教授  深澤早苗先生  
      実習料理：「かぼちゃ白玉のミルクシロップ」「ほう 

とうのかりんとう」「カルシウムたっぷりお好み焼き」 
   ・給食試食会の開催 

５月１３日  １年生保護者を対象に試食会を実施した。 
    ７月 １日  琢美地区食育推進会議の方々を対象に試食会を実施した。 
 
 
② 生活科や総合的な学習の時間における農業生産者や食生活改善推進委員等と連携した食農体験活動の実践を行

った。 
・６年生は、４月に地域にある味噌工場の方を招き、味噌造りについて学習するとともに、実際に工場を見学し、味噌
造りに携わる人々の仕事の様子や思い願い等を学ぶことができた。 

・やまなみ学級では、自分たちの栽培した小麦を地域のパン工房に持ち込み、シフォンケーキ作りを行った。 
・４年生は、社会科や総合的な学習の時間に地域の方を招き、昔の食生活について調べ学習を行った。 
・４年生は、地域の食生活改善推進委員の方々を招き、すいとんや白玉団子づくりを教わった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
        地域の方を招いての調べ学習の様子       食生活改善推進委員の方との調理実習 

 
③ 給食を通して、地域（郷土）・旬を大切にした食の指導を栄養教諭が 

中心になって行った。   
・給食時間中、随時その日の献立を活用し、旬の食物などについて 

実物を使いながらの指導を行った。 
・授業実践にあたり、児童の共通体験をしている給食を教材の一部 
分として、旬や地場産物、郷土食を意識し、展開した。 
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テーマ１～３に共通する具体的計画 
○子どもたちと保護者のアンケートから習慣づくりやお手伝い等の食生活についての結果と考察。 
   

１. 朝食摂取状況
 

①必ず食べる ②週に２～３回食べないことがある ③週に４～
５回食べないことがある ④ほとんど食べない 

 
 平成１９年 平成２０年 
① ９４．４％ ９７．７％ 

② ３．４％ １．９％ 

③ １．３％ ０．５％ 

④ ０．８％ ０．０％ 

 
・「必ず食べる」が９８
％と高く、前年より３
％増加した。また、「
ほとんど食べない」が
いなくなった。朝食の
効果など学習したこ
とも関与していると
思われる。 

２.学校給食残食状況 
 

 
 平成１９年 平成２０年 
① ３１．９％ ４８．１％ 

② ３４．５％ ２３．８％ 

③ ２４．１％ ２１．０％ 

④  ９．１％ ４．２％ 

 
・前年と比較して「ほと
んど毎食残す」が５％
減少し、「ほとんど毎
食残さない」が16％増
加した。食物の尊さ、
働きなど学習してき
たことがよく表れて
きた。 

３.配付資料への関心 
 
 

 
 平成１９年 平成２０年 
① ５０．３％ ５４．７％ 

② ４６．７％ ４２．０％ 

③  ３．０％  ２．７％ 

 
・「必ず読んでいる」「時々
読んでいる」が97％と
高く、前年と比較し、「
ほとんど読まない」が少
なくなった。保護者の多
くの関心の高さがみら
れる。 

４.食事づくり
 

  

①ほとんど毎食残さない ②残さないことが多い ③残すことが多
い ④ほとんど毎食残す 

①必ず読む ②時々読む ③ほとんど読まない 

①している ②どちらかというとしている ③どちらかというとして
いない  ④していない 
 平成１９年 平成２０年 
① ３７．９％  ４８％ 
② ３９．６％  ３４％ 
③ １９．５％  １２．７％ 
④ ３．０％ ２．７％ 

 
・「している」が１０％増加し
、「どちらかというとしてい
る」を合わせると８０％以
上の子が食事作りを行って
いることとなる。家庭での
「食育」が実践されている
証だと思う。 
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事業全体を通じて、特に効果のあった方策等について 
○昨年に引き続き、指導計画にもとづいた作物の栽培活動、調理活動等の体験活動に取り組み、食育活動を推進しているが、これらの

活動を通して、確実に子どもたちの食に関する興味や関心は高くなっている。また、食に対しての感謝の心も芽生えてきていることが
伺える。 

 
○本年度は、栄養教諭との連携について、どのような関わり方やあり方が効果的かを実践を通して検証しているが、体験活動や調理活

動での関わりの他にも、授業でのＴＴ指導、アドバイザーやコメンテーターとしての役割、各種資料の作成と提供等、様々な関わりの
中で、食教育のコーディネーターとしての役割を果たしている。 

 
○効果のあった栽培体験活動・調理活動 
 
           シフォンケーキづくり                          味噌造り 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
            大豆を使った料理                             米づくり  

今後の課題（今回の事業により新たに見えた課題など） 
○前述した栄養教諭との連携のあり方を、今後の授業実践や体験活動の中で、更に明らかにしていきたいと考えている。 
○正しい食生活、食習慣を子どもたちに身につけさせるためには、学校での取り組みだけでは限界がある。家庭や地域社会との連携の

あり方と、その方策について、これまでの取り組みをふり返るとともに、新たな取り組みを実践していきたい。 
○本年度は、昨年度作成した食に関する全体計画や指導計画を実践・検証しているところであるが、様々な活動を振り返る中でより効果

的な指導となるよう、教育課程の位置づけを考えていきたい。 
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